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「桜島」

今年の夏、父親が亡くなって五年目。東京、大阪、神戸、奈良、金沢か

ら鹿児島に親戚が集まった。金丸家のお墓は鹿児島市内の唐
と

湊
そ
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る。姶
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町
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（現・姶良市）出身の祖父母が鹿児島市内に移り住んでから

建てたものだが、お墓に向かう坂を上る途中、雄大な桜島が錦
きんこう

江湾
わん

の向こ

うに悠然と姿を現す。きっと祖父母は、この景観を好んで場所を選んだに

違いない。

今年は1914年（大正3年）の大噴火から100年目。この大噴火で幅360ｍ、

深さ75ｍの海峡が溶岩で埋まり、陸続きとなった。鹿児島地方気象台によ

ると、2009年から2013年の最近の年間爆発回数は、548回、896回、996回、

885回、835回と活発化している。10月27日には鹿児島市議会の桜島爆発対

策特別委員会が開かれ、御
おんたけさん

嶽山の噴火を踏まえた防災対策等の議論も行わ

れた（突然の噴火により犠牲となられた皆さまには、心よりご冥福をお祈り

申し上げます）。豊かな自然の中に潜む火山大国、地震大国日本のリスク。

国と地方が連携し、備えに最善を尽くすしか方法はないのだろう。

折しも、安倍政権が掲げる地方創生にも特効薬は存在しない。政府には

地方の活力を緩やかでも上向きにする政策の提示が望まれ、地方において

も、地域経済に貢献することのできる、やる気とアイデアを持った人材を

育てていけるかどうかが問われている。これからの社会では、ITの発展が

さらに進むことで単純な事務や作業は奪われていき、「普通の人ができる仕

事は何か」を問われ続ける。“アルゴリズムと数式に「知識」”を加えること

で瞬時に最適解を導き出すコグニティブ・コンピューティング・システム

の発展により、今後はホワイトカラーや高度人材の仕事のやり方や存在意

義までが問われることになるだろう。

新しい時代の適応者とは、常に新しいものをいち早く許容し、戦略的に

自己破壊と再構築をした者たちだ。地方も、発達し続ける情報通信インフ

ラを手にすることで、時間と距離の制約から解放される。未来の人々は快

適に過ごせる環境に住みながら世界中から注文を受け、情報通信網や物流

網を活用して成果を届けることができる。“安心と安全に「美味」”を加え

た日本の農作物は、人工知能「Watson」でも脅かすことのできない日本のキ

ラーコンテンツではないだろうか。未来の日本の農業者が人工知能を使い

こなす、ビッグデータの匠
たくみ

になってほしいと願っている。

【中国／傘の抽象文様】
均整のとれた抽象柄です。内部に描かれているのは梅です。
縁起が良いとされる動植物などをモチーフにした図柄は吉
祥文様ともいい、中国文化圏を中心にアジアで人気です。

今月の表紙：世界の文様シリーズ


